
 

 

まちづくり懇談会（平成30年４月16 日～6月11日開催） 

 

１ 開催日、参加人数等について 

開催日 開催時間 会  場 
参加者（人） 

合計 男性 女性 

4/16（月） 午後６時 野花南生活改善センター 26 19 7 

4/18（水） 午後２時 頼城多目的研修センター 22 8 14 

4/23（月） 午後６時30分 常磐多目的研修センター 11 8 3 

4/24（火） 

午後２時 上芦別多目的研修センター 6 4 2 

午後６時 
道営住宅であえーる緑幸団地

集会所 
23 12 11 

4/26（木） 午後６時 本町地区生活館 23 19 4 

4/27（金） 
午後２時 北日本多目的センター 25 9 16 

午後６時 啓南多目的研修センター 23 14 9 

６/11（月） 午後６時 新城多目的研修センター 17 10 7 

計   176 103 73 

   

２ テーマ及び内容 

 ⑴ 平成３０年度の主な施策について 

  星遊館改修工事、芦別駅前広場等整備工事、公営住宅すみれ団地建替工事、 

市立芦別病院の診療体制、(仮称)北海道立林業府大学校の誘致に係る取組状況 等 

 ⑵ 財政収支見通しと行財政改革の取組について 

 ⑶ まちづくり基本条例に基づく取組について 

 ⑷ その他市政全般に関わる意見交換 

  



 

 

３ 各会場の主な内容について 

4/16（月） 野花南生活改善センター（18:00～19:40） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●合宿の件ですが、北の京芦別が利用できな

くなり、合宿に訪れた人達の大半が富良野市

に宿泊していると思う。合宿に来た人が、市内

にお金を落とすことで経済効果が生まれると

思うが、市として１００人規模の合宿に対応

できる宿泊施設を確保するつもりがあるかに

ついて教えていただきたい。 

 

 

●老人クラブ連合会について、２年前までは

連合会に加盟する単位クラブが１３団体あっ

たが、ここ１、２年で休部や廃止などにより加

盟数が減ってきている。加盟率減少の原因と

して考えられることは２つあり、一つ目は、高

齢により免許証を返納したため活動範囲が制

限されること、２つ目は老人クラブ連合会へ

支払う負担金が重荷になるためである。この

ため、現在、市から老人クラブ連合会に支出さ

れている補助金の額を増額してもらいたい。

また、２年前からふれあいサロンという補助

事業が追加されたが、この事業を連合会から

脱退した単位クラブが実施し、市から補助金

をもらっている。連合会に加盟しないが、市か

ら補助金がもらえる。こうなるとますます連

合会に加盟する単位クラブが少なくなるの

で、この辺の整合性も含めて検討していただ

きたい。 

 

●市民会館の女性トイレには洋式が少なく、

また、行事があると大変混雑するので、何とか

改善してもらえないか。高齢になり足腰が弱

くなる中にあって和式トイレは大変不便であ

る。福祉センターの３階や芦別駅も同様なの

で改善してほしい。 

 

●啓成中学校では生徒数の減少により部活動

が行えないという話を聞くが、中学校の統合

について構想があれば教えていただきたい。 

●本市には宿泊交流センターがあり８０～ 

９０名が宿泊できます。宿泊交流センターで

対応できない場合は、スターライトホテルが

あります。それ以上の規模の合宿は、他市に行

ってもらっています。そこで、他市に流れてい

る部分をせき止めるため、宿泊交流センター

の一部を改修して、５０～６０名程度プラス

できるよう検討しているところです。 

 

●確かに、平成２５年度と平成２８年度を比

較すると団体数は同じでも加入人数が減って

います。高齢化が進むにつれて加入数が増え

ていくと思われますが、そうなっていないの

が現状です。補助金のお話もありましたが、加

盟団体数、加入数の減少は大きな問題と受け

止めさせていただいて、今後十分に検討させ

ていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●状況は重々承知しているところですが、現

在、行財政改革を進めているところですが、市

民会館のみならず他の施設の話も聞いていま

すので、ご意見として受け止めさせていただ

きながら、今後の参考にさせていただきたい

と思います。 

 

●啓成中学校の統合について、結論を言いま

すと現状ではいつ統合するということは想定

していません。啓成中学校は、今、全校生徒が

８０人を切っていますが、５年後には５０人

余りとなる見込みです。学校の統合は、地域の

皆さんにおいても大きな問題であると思いま

すが、教育の主人公である子ども達にとって

適切で良好な教育環境を整えるという視点か

ら考える必要があると考えています。特に中

学校では、ある程度部活動の選択ができる学

校規模を考える必要があると思います。 

  



 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●野花南共聴組合には２２名の方が加盟して

いるが、昨年 11 月 23 日から 12 月 26 日まで

の間、アンテナ設備の故障で２２名の方のテ

レビが見られなくなった。今回も共聴組合で

修理をしたが、現在の２２名の組合員で修繕

費や維持管理費を負担していくことが少し困

難になってきた。インターネットが普及して

いる時代だが、それでもテレビは必要だと思

うので、市の方々に現状を理解してもらい、快

適にテレビが見られるように支援と協力をお

願いしたい。 

 

●北大通について、道の駅はイベントなどで

賑わっているが、道の駅からつながる北大通

は現在雪捨て場になっている。何年か前に道

の駅から北大通をつないで開発するという提

案があったと思うが、もう少し前向きに取り

組まれてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、高校進学や社会に出ていくためには、

集団行動や社会性を身に着けなければなら

ず、そのために良い意味でクラスにおいて刺

激しあえる、競争できるといった学校規模、ク

ラス規模が大事であると思っています。今後、

それらを見極めながらしっかりと考えていき

たいと思っていますし、その際には地域のみ

なさんからもご意見をいただきながら、しか

るべき方向性を定めていきたいと考えていま

す。 

 

●テレビの視聴の関係について、今この時代

にあってテレビが視聴できないというのは生

活に大きく支障が出ますし、同じ市内にあっ

て視聴に格差があってはいけないと思ってい

ます。先般、北海道の通信局にもお伝えし、事

務的には少し前に進んでいますが、改めて、ど

ういう形で対処できるのかを十分連絡を取ら

せていただいて、お声を伺いながら方向付け

ができるように考えていきます。 

 

 

 

●道の駅と北大通を連動させた整備は、かつ

て道の駅を中心とした賑わい創出ということ

で、市民会議を開催して検討した経過があり

ます。その中で道の駅はもちろんのこと北大

通まで伸ばして整備をしてはどうかという意

見があったところです。北大通については、か

つては噴水がありましたが、噴水が無くなっ

た後も花を植えたりし、市民のみなさんに楽

しんでいただいていましたが、近年はお話の

とおり整備をしておらず、冬の間は確かに雪

捨て場のような状態になっているというのが

実態だと思います。今、ご意見をいただきまし

たので、道の駅の感謝祭もありますので、合わ

せて北大通の活用について、市役所内部にお

いてもう一度協議していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

４/１８（水） 頼城多目的研修センター（14:00～15:21） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●このたび、青少年会館を改修し頼城多目的

研修センターとなり、体育館部分が災害時の

避難所に指定されました。私一個人としての

考えですが、大雨の際、この避難所は山の近く

にあるため一番危険な場所だと思っており、

避難所として相応しくないと思っていますが

如何でしょうか。次に、仲町にある旧頼城多目

的研修センターですが簡単に取り壊したが、

私は、まだまだ何年も使えると思っていて、こ

のような中で、あえて移転したが、市としてど

の様な考え方を持っていたのか伺いたい。 

高齢者がどんどん増えているときに、国道

を挟んだところに避難所を移して危険だと思

っている。他の避難所としては、仲町にある改

良住宅について、現在２階が空き家になって

おり、その方が安全だと思うが、市において検

討した経過はあるか。 

 

 

●一昨年、スターライトホテルに木質チップ

ボイラーが導入されて、芦別も木に対して一

歩踏み出したかと思っていた。その後、全く次

がない。消防庁舎の建て替えの際に話題に上

がったらしいけれど、結果として見送られた。

昨年、この地区に木質チップ燃料の原料とい

うことで成長の早い木が植えられた。せっか

く林業学校を誘致しようとしている中で次が

無いでは対外的にもアピールできないと思っ

ている。芦別温泉だけでは単発の取組になり

自己満足だと思う。少なくとも継続していか

なければ、継続した林業経営にはならないと

考えるが、これからの計画をどう考えている

のか教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●キラキラバスについて、今、一日９本運行し

ているが、時間帯によっては芦別方面に戻る

際に誰も乗せないで帰ってしまう。３時頃の 

●頼城地区全体としてしっかりとした避難所

を設けたいということでこの施設を活用させ

ていただきました。山から水が流れてきて

様々な被害を過去も受けてきていますが、総

合的に考えると、しっかりとした建物の中で、

しっかりとした空間があり、市の職員、国の職

員、警察、消防が集まった時に対応しやすいと

ころがこの施設でした。次に、改良住宅の空き

家を避難所にしてはどうかとのことですが、

避難所を開設した時に、そこにただ逃げるだ

けではなく避難した後、皆様方が協力をして

色々な対応を図る、その他、市において避難の

誘導、食料の提供等、いろんな対応を図ること

になります。今のアイデアを否定はしません

が、部屋があれば良いというわけではなく、避

難をした後の対応をしっかりできる施設が必

要になりますのでご理解いただきたいと思い

ます。 

 

●木質チップボイラーに関しては、地元の木

材で特に林地残材を活用しようということで

始めました。現在はスターライトホテルで年

間 2800ｔのチップを焚いていますが、現在の

ところ林地残材を使える量は 2800ｔのうち 2

割程です。残りについてはパルプ材を使って

います。 

次に、木質チップボイラーのチップ燃料を

製造している組合に対して、どこまで増産が

可能か確認したところ、今の 1.5 倍、プラス

1400ｔと聞いております。そこで、市として

も、次の施設としてどこがいいのか検討し、市

立病院とすばるを中心とした一群の施設に木

質チップボイラーを導入できないか検証し年

間 1800ｔで賄えると試算したところです。た

だし、市立病院もすばるも、直ちにボイラーを

入れ替える状況にないことから、もう少し検

証して将来的に導入が可能かどうか判断した

いと思いますが、木質バイオマスボイラーは

設備投資額が大きいためコスト計算しなが

ら、いつ頃どのような形でできるか検証して

いきたいと考えています。木質バイオマス開

発協同組合は、木質チップ燃料を増産するこ

とでコストを下げたいと考えており、石狩市

や苫小牧市のバイオマス発電所に販売するこ

とが可能かどうか考えている状況です。 

 

●キラキラバスについては、確かに、２便ほど

は回送便でお客さんを乗せないで帰ってしま

います。地域の方々から見ると誰も乗せない 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

バスは回送ですが、この時間帯に乗りたい人

もいる。もう少し利用しやすいようにダイヤ

を考えていただけるとありがたい。その他、乗

り合いタクシーという方法もあるが、地域住

民の足を確保していく必要があると思ってい

るのでよろしくお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●先日、共同浴場で具合の悪くなった方がい

たので救急車で病院に搬送した。その後、少し

状態が落ち着いたということで病院から自宅

に帰ってくださいと言われた。その方は一人

暮らしなので自宅に帰ってから再度具合が悪

くなっても看病する人がいないので、病院の

スタッフの方に一晩だけでも入院させてほし

いとお願いしたが、決まりがあるのでダメで

すと断られた。決まりはあるかもしれないが、

９０歳を過ぎている具合の悪い方を、誰もい

ない自宅に帰してしまうのはどうかと思うの

で、再考していただけるとありがたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で帰るのであれば、乗りたい人がいる場合は

乗せた方が良いと思う気持ちは理解できま

す。しかしながら、現在、キラキラバスは４台

で運行しており、これを上手に使い回してい

る状況です。したがって、頼城から回送便で帰

るバスは、他の路線に向かうため、人を乗せて

しまうと次の時間帯に間に合わなくなりま

す。バスのダイヤの部分については、改正する

場合は北海道運輸局に申請し許可をもらう必

要があります。この場合、乗務員の乗務時間の

上限が定められており休憩も取らなければな

らない等の決まりがあり、やむを得ずこのよ

うな形になっていることをご理解いただきた

いと思います。 

また、乗り合いタクシーですが、３年ほど前

に試験運行しましたが、その後の利用者に対

するアンケート調査では、便利なのでこのま

ま続けてほしいと答えた方もいましたが、多

くの方が狭い空間で他人と乗車するのは抵抗

がある、登録の手続きの煩雑であるとお答え

になり、時期尚早ということで見送った経過

があります。ただし、現在は当時と状況が変わ

ってきていますので、再度検討する余地はあ

ると考えております。 

 

●基本的には今のようなケースは病院に泊め

ることはできません。基本は、あくまでも医師

が入院を必要とする者を入院させます。今の

お話については、事情は十分に理解できます

が、社会的入院といいまして医療とは関係の

ないところの入院の仕方ですが、このような

お話は本市に限らず他の地域でもあるケース

ですし、今後も起こり得ると考えていますの

で、改めて病院の対応を検討させていただき、

また、他の自治体病院でも同様のケースがあ

ると思いますので情報交換させていただき対

応を図っていきたいと考えています。 

  



 

 

4/23（月） 常磐多目的研修センター（18:30～20:10） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●企業誘致について、芦別には仕事がないた

め若い人が残らないと感じている。北日本精

機㈱のような企業があれば定住に繋がると考

えるが、市ではこれまでどのような取り組み

を行ってきたか教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現在、常磐地区の高齢化率は５０％を超え

ている状況の中で、今年度になり旭川芦別間

の中央バスが減便となるなど、病院へ行くた

めの交通手段が少なくなってきている。高齢

のため運転免許証を返納している方も多く、

自家用車で行くこともできない状況なので、

乗り合いタクシー等があれば利用しやすいと

考えている。キラキラバスの運行も含めて検

討してもらいたいが、市の考え方を教えてい

ただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●常磐での会議等において、車を持たない方

や役についている方から、市内へ行くための

交通手段がないとの話しがあり、代わりにス

クールバスを運行していない時間帯に利用す

ることができないものかとの意見があった。

小・中学生が通学と帰宅する時間帯以外に、ス

クールバスの利用が無いのであれば、そのよ

うなことも考えていただきたい。 

●芦別には仕事がないわけでなく、ほとんど

の会社では人手不足となっています。数年前

より市と商工会議所で企業説明会を実施して

おり、近年では、地元企業に就職する方も増え

ていますが、まだまだ人材が足りないところ

です。また、企業誘致活動については、最近で

は３月１日にＩＴ企業であるビッグボイス

が、旧上芦別保育園跡に事業所を開設し、滝川

職業安定所に職員の募集を求め１名が採用と

なっています。この企業は７月１日から本格

的な操業を行うとしており、当分の間は３名

程度、将来的には１０名以上の社員体制とし、

旭川方面にも事業展開していきたいと聞いて

います。なお、その他の企業誘致に関しても本

市に来ていただくため積極的に取り組んでい

きたいと考えています。 

 

●今年度４月１日から、中央バスの旭川芦別

線の運行が２便ずつ減になったところです

が、この路線については、これまで北海道中央

バスに対し芦別市、旭川市、深川市が赤字相当

分を補てんしながら運行してきたところで

す。なお、北海道中央バスとはこれまで十分な

協議を行っておりますが、中央バスに乗車さ

れるお客さんが増えない中で、これ以上赤字

を出さないために減便したところであり、中

央バスからも最終便の減便が提案されました

が、日中の時間帯において対応いただいたと

ころです。市としては、この路線を守りたいと

考えております。なお、乗り合いタクシーやキ

ラキラバスの運行について、この場では回答

はできませんが、地域からこのような声があ

ることを踏まええて、協議していきたいと考

えています。 

 

●スクールバスを購入する際、国からの補助

金によって購入している経緯があります。そ

の際には、目的に沿ってスクールバスを利用

しなければならない制度上の問題があります

ので、小・中学生の通学・帰宅の際の登下校に

使用するほか、学校行事に関連する移動手段

に要する送迎等に使用できるとされていると

ころです。そのため不特定多数の方に対し目

的以外での利用は認められていないことか

ら、現段階では市民の方の送迎などに使用す

ることは制度上できないこととなっていま

す。 

 

 



 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●林業学校の誘致について、空知管内の自治

体以外にも誘致に手を挙げている地域がある

が、何とかこのまちの活性化のためにも成功

するよう頑張っていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●旭川空港へ向かう国道４５２号について、

何年も前から整備に関する話があるが、工事

が進んでいないように思えるので、現在の状

況について教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●林業学校の誘致については、本日も道庁へ

出向き、知事宛に本市に決定した場合の提案

書を提出してきたところです。現在、本市以外

にも１３の地域が手を挙げており、道として

も平成３２年度には開校を予定いることか

ら、６月の定例会において一定の内容が示さ

れるものと考えています。これまで市、市議

会、期成会の３者合同での要望活動のほか、昨

年１１月には市民のみなさんからいただいた

６，６８２名の署名を知事へ提出してきまし

た。今回、道では基本構想を示しており、それ

を受け本市では、林業学校が誘致できた場合

の受け皿がについて記載した提案書を提出し

てきました。先日１７日には道から担当局長

が本市を訪れ、基本構想の考え方の説明を受

けるなどして、お互いに意見交換を行ったと

ころです。その際、施設の有効活用の観点から

旧常磐小学校と、旧野花南小学校の２箇所を

提案し、施設を無償で提供することを示した

ところです。なお、現地では旧常磐小学校を見

学し木材を使用している校舎であり、とても

状態が良いとの言葉をいただいているところ

です。今後、道では１３地域のヒアリングを行

い、有識者会議において説明した後に一定程

度の内容が示されると思いますので、透明性・

公平性を持って決定していただくようお願い

したところです。 

 

●一般国道４５２号の整備については、現在、

油谷から旭川へ向かう区間１２．９km が未開

通となっています。当初は、この区間の調査費

用として１億円程が計上されていましたが、

近年では約７億円が計上され工事が実施され

ているところです。工事の内容につきまして

は、地滑り地帯であるため１８０本の杭打ち

工事が主な工種となっております。したがっ

て、その杭打ちの経過を観察し、施工後におい

て新たな地滑りがないかの状況を確認しなが

ら、次の工事へ進んでいくこととなっていま

すので、地滑りが発生していないことが確認

できれば、今後トンネル２か所と５橋の工事

に進めると聞いております。 

なお、現在近隣の市・町と連携して芦別市長

が期成会の会長となり、毎年７月に道内にお

いて北海道開発局、札幌開発建設部、旭川開発

建設部ほか、中央においては国土交通省道路

局、北海道局、財務省、観光庁と道内選出の国

会議員に対し要望活動を行っています。 

また、１１月には芦別市、芦別市議会、芦別 

 



 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

●道道芦別赤平線改良工事について、平成 

２７年度までに完成すると聞いていたが、昨

年１００ｍ、今年は全く工事の話がないので、

市に情報が入っていれば教えていただきた

い。 

 

●今年は雪がとても多く道道の排雪も２回の

予定が１回し入らなかった状況で、話しによ

ると、雪捨場が一杯になったため排雪できな

いと聞いたが、詳しい内容を教えていただき

たい。 

商工会議所の３者合同による要望活動を実施

しているところですので、今後も、要望活動を

継続し一般国道４５２号の早期開通に向け努

力したいと考えています。 

 

●この道路につきましては、用地買収が進ん

でいなことから工事が遅れていると聞いてい

ます。これまでも用地買収が済んでいる箇所

から順次工事を進めております。なお、道から

は完成予定が示されていないところです。 

 

●道からはそのような話しは聞いていませ

ん。国、道の排雪に関する雪捨場は旭町のみと

なっています。市の排雪については、何か所か

雪捨場を確保しているところですが、国、道に

おいては１０ｔダンプを使うため、旭町の雪

捨場だけを使用していただいています。なお、

この内容については、道から話を聞き、来年度

に向けて対策を検討したいと考えています。 

また、今年度は雪が多かったため、排雪も全

ての雪を取らないでカットしながら行ってい

る経過があります。国道、道道においては滝川

方面から行っているため、芦別の排雪に入る

のが遅れたものと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

4/24（火） 上芦別多目的研修センター（14:00～15:30） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●星遊館改修工事につきまして、市の負担額

が１億５千万円であるとの説明がありました

が、この施設の年間の利用者数と市民が利用

している人数を教えていただきたい。 

 

 

 

●芦別市立病院への貸付金について、返済で

きる見通しはあるのか教えていただきたい。 

病院の評判はあまり良くないように思いま

すが、このような状況で返済できるのか、病院

の中の体制を検討する必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●道の駅の２階レストランについて、市外か

らの来客を連れて「ガタタン」を食べに行った

が、高齢者の方であったため階段を上ること

ができなかった。施設内にエレベーターが付

いていれば食事をすることができたが、結局

のところ食事をしないで帰ってきたことがあ

る。今後も高齢者が多くなると思われるので、

利用しやすい施設にしていただきたい。 

 

 

●道の駅のレストランについては、いろいろ

な会議で意見を聞いたことがあるが、あまり

利用されていない百年記念館を利用すると

か、百年記念館を旧野花南小学校に移設する

とかして、レストランを１階に設置した方が

良いという意見が多くある。 

 

●星遊館の利用者数は、最近の資料ではあり

ませんが年間９万人程度となっています。 

市民が利用した人数については把握をして

いません。指定管理者が民間会社になって会

員になった方もいますが、人数については把

握していません。 

 

●病院に件について、財源の問題は大変深刻

な状況となっています。その要因としては常

勤医師の不足が考えられます。特に整形外科・

外科医師の確保がとても難しくなっています

が、その医師確保に向けて一生懸命取り組ん

でいるところです。 

先日、本市と旭川医大が本年２月３日に医

療とスポーツに関し連携して取組ための協定

を締結しました。この協定では２年後のオリ

ンピック、パラリンピックを見据えており、本

市が合宿の里として取組み、さらには施設を

視察した際にとても充実していると言ってい

ただいたことから、オリンピック、パラリンピ

ックを支えるためにも協定を締結したところ

です。なお、この協定は１年更新ではあります

がオリンピック、パラリンピック後も継続す

る約束をただいているところです。 

 ただいまご意見があった内容について看護

師、医師又は病院内の体制に問題があったの

であれば、改善に向けて取組んでいく必要が

あるものと考えますので対応してまいりま

す。 

 

●道の駅のエレベーターについては、議会な

どでもご意見をいただいています。市として

も設置に向けて検討したことがありますが、

車椅子対応の最小のエレベーターを設置した

場合でも８千万円程の工事費となります。設

置するにあたり他の財源（補助金・交付金等）

があれば可能となりますが、現在のところ財

源がないことから設置を見送っているところ

です。 

 

●道の駅のレイアウトについて、これまでも

１階にレストランを設置してはどうかと検討

をしたこともありました。ただ、今となっては

それに見合った財源はなく、そのタイミング

を逃しているところです。そのため財政の基

盤をしっかり作ってから、これらの取組みを

検討していきたいと考えています。 

 



 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●病院の内科診療について、午後からの診察

を行っていなかったため受けられないことが

あった。滝川市立病院か砂川市立病院へ行く

となると１日かかるので大変な思いをしてい

る。可能であれば内科の診療だけでも１日や

っていただければと願っている。 

次に、病院の用途変更についてですが、桜町

で２０数名が集まった時に、少しお金がかか

るけど砂川市立病院と連携していただき、病

院の機能を統合するといった意見が出てほん

とどの人が賛成していた。ただし、その際には

救急搬送などの体制の充実が必要である。 

 

 

 

 

●空き家の件について、今年の冬は雪が多く

倒壊した家もあった。聞くところによるとそ

のまま置いておくと税金が掛からない、また、

壊して全て撤去すると税金が掛かると言う話

を聞いた。壊れかけている空き家などはとて

も危険な状態であることから、市で何とか対

応が出来ないか。 

●同様の内容で、数十年前に国において景気

を良くするために住宅の建設を促進しました

が、当時建てた方も高齢化となっており、中に

は既に亡くなっている方も多くいることか

ら、国がその対策をするべきだと考える。市も

国に対しそのような要請を行った経過はある

か。 

●桜町は元々炭鉱住宅であったが、現在では

９１戸ある住宅のうち３１戸が空き家となっ

ており、更に高齢化率は６６．８％です。この

様なことから、さらに空き家が増えることと

なると思われますが、市で良い対策はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●病院の診療科目と用途変更についてです

が、病院経営の観点から申し上げますと、病院

内の病床数は全体で１２９床あります。現在、

この病棟を再編する考えでおり全体として 

１００床程度にする予定です。病棟について

も使用していない箇所もあることから、看護

師、医師を含めて実情に合った病院体制に変

えていく考えでいます。また、多角経営につい

てですが、現在、砂川市立病院が中心となっ

て、中空知の医療を担うことになっています。 

自治体が個々に医療体制を維持することは

困難ですので、各自治体でできる事を行いで

きない事については、交通手段の確保も念頭

に置きながら医療体制を充実させる考えでい

ます。 

 

●空き家対策については市の条例で対応して

おり、危険な家屋がある場合には、条例に基づ

き助言、勧告、指導ができることになっていま

す。ただし、所有者が全く不明の場合と所有者

がはっきりしている場合とでは、その対応が

異なり内容によっては時間を要することがあ

ります。基本的な考え方としては、所有者の責

任で処理することになっています。また、早急

な対応が必要な場合には、解体・処理後に所有

者へその費用を請求するなどの対応を図って

います。 

●次に、空き家の解体による税金の有無につ

いては、そのまま放置すれば税金が掛からな

い、自ら解体・処理すればその費用と税金が掛

かります。土地は建物があることによって税

金が軽減されていますので、建物が無くなれ

ば税金の軽減が無くなるため高くなる仕組み

です。崩壊し家の形を無くした土地の税金に

ついては、軽減されないため通常の税金を掛

けることになります。なお、景観上の問題もあ

りますので危険と判断した場合には、先程の

説明のとおり空き家対策条例のもと対応する

ことがあります。 

また、引越しなどのため住むことができる

家でも空き家となってしまう場合には、市に

おいて空き家・空き地バンク制度があります

ので、この制度に登録していただければ、他の

方への紹介が可能となっています。 



 

 

 

４/24（火） 道営住宅であえーる緑幸団地集会所（18:00～19:35） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●芦別は人口が減少し、将来的には半数くら

いになってしまう。そこでコンパクトなまち

づくりですが、芦別は地域的に広いので、可能

であれば芦別市内、上芦別を含めてコンパク

トなまちづくりを進める必要があると思う

が、現在の市営住宅の戸数で間に合うのか。例

えば、頼城に住む人たちが芦別市内に住める

ようにして、コンパクトなかたちにしなけれ

ば遠くへ行かなくてもいい、除雪もしなくて

いいと考えており、そのためには市営住宅や

道営住宅の空き部屋、一般住宅の空き家も含

めて活用するなどして、コンパクトなまちづ

くりをお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今の意見の中で私が危惧しているのが、コ

ンパクト化に対する議会や市の人達に共通の

認識があるかどうかで、今の意見は、できるだ

け本町地区あるいは上芦別地区に施設や人口

を集中化して、もう少しやりやすい状況を作

っていってはどうかということで、例えば同

じコンパクトシティを目指すにしても議員さ

んの中にも捉え方が様々あったと思う。例え

ば頼城は頼城で小さくまとまってコンパクト

化していく、西芦別は西芦別で小さな拠点を

作ることがいわゆるコンパクト化だと思って

いる方も多々いたように記憶している。今ほ

どあった意見は２大拠点地域というかたちな

ので、使っている言葉が同じであっても全然

違う方向に行ってしまうので、共通認識でい

かないと、言葉だけが踊ってしまう気がして

ならないので、市の考え方をお聞かせいただ

きたい。 

 

 

 

●市としても今言われたことは、やっていか

なければならないと思っています。 

現在、頼城と西芦別の改良住宅の移転を行

っています。古いところから順番に移転をし

て頼城は一定程度終わり、西芦別がもう少し

という状況です。 

先ほどの説明の中ですみれ団地の移転の計

画がありましたが、これも現地建替えではな

く、旧あけぼの団地の場所に移して建てる、今

のすみれ団地というのは市の端のほうにある

ため、そこは取り壊して更地にし、少しずつま

ちの中へと考えております。 

今後は、今年度に住生活基本計画の見直し

をして、今後の公営住宅の建替えを計画した

いと考えていますが、可能であれば旧緑ケ丘

小学校跡地が市有地として空いているので公

営住宅を整備し、まちなかに住んでいただく。 

そうすることによって先ほどご指摘があり

ましたように除雪などいろんな経費を削減す

ることができると考えていますので、市とし

てもそのような方向で進めていきたいと考え

ています。 

 

●今ご指摘がありましたけれども、コンパク

ト化も中期的な視点と長期的な視点というの

があって先ほど頼城と西芦を集約化進めてい

るというのは、今おっしゃられた通り拠点ご

とにコンパクト化しようという考え方に基づ

いてやっております。 

これは何故かと言いますと、移転をしてい

ただくときに地域に入って色々お話しを聞き

ますと、やはりそこの場所で３０数年来過ご

していたら、移るにしてもこの場所を終の棲

家にしたいという考え方の人が多いようで

す。そこで、それぞれの拠点ごとにコンパクト

にしていくというような考え方で、今現在や

っている事業はそういう考え方で進めていま

す。ただそういう中においても、この機会だか

ら本町に動くとか上芦に動くとかこの道営住

宅に入られた方もいらっしゃいます。今頼城、

西芦の拠点ごとにまとめてはきていますけど

も、それでもやはり空き家の率というのはど

んどん増えていくというのが現状です。その

先をどうするか。ということには今度は長期

的な視点に立って、実際そこに住まわれる方

の利便性ですとかというものを考慮しなが

ら、もう一段階考えなければならないのでは

ないかなということですが、ただそこは市と 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

●先ほどの意見は、非常に大きな意味があり、

発端は新聞報道等で目にした人口減少の推計

です。将来の人口推計が出される中でその都

度５か年に渡る基本計画等々を立てながらや

ってきた部分もあるが、悲しいがほぼ示され

た人口推計に近いようなかたちで推移してき

た。その辺を危惧するので、早めにその対応を

ということで提案をされたと思うので、急い

で対応を考えていかないと、例えば施設の廃

止にしても学校の在り方にしても、あるいは

運動施設や健康施設の在り方にしてもその辺

の充実を図らないとたぶん若い夫婦は来ない

と思うので、どういった配置にしていくかを

急いで検討して欲しいという願いが込められ

ていると私は受け止めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

してもまだはっきこういうことだという明確

なものは出していないところです。 

ただ、将来的にはやはり長期的な視野に立

ったもう一段階のコンパクト化を視野に入れ

て、色々議会とも議論していかなければなら

ないだろうというふうには思っております。 

 

●案内のように第５次総合計画が平成３１年

度で終了するため今後の１０年間の計画づく

りを３２年度にスタートします。まさにこの

コンパクトシティ化というのは、次の総合計

画においては重要な位置付けとなる課題だと

思います。 

芦別は広くそれぞれ集落があり決して頼城

西芦別だけの問題ではありません。やはり集

落ごとにそれぞれ拠点的に整備をするのも一

つあります。発展的にはやはり中心市街地に

受け皿を用意する、そういう流れがあるんだ

と思っています。ただ、いずれにしても具体的

な内容は、ぜひ新しい総合計画の策定段階で

広く市民の皆さんと意見交換させていただき

たいと思います。 

今お話しいただきましたように、公共施設

の在りようも、まさに人口に合わせた機能面、

必要な用途など、施設の在りようも避けられ

ない問題だと思っていますので、総合的にそ

ういったビジョンを持ちながら緩やかなダウ

ンサイジング化を図っていかなくてはならな

いなと思っています。そうは言っても、人口規

模に合わせながら施策展開しなくてはいけな

いという実態があります。私は縮充という言

葉を申し上げていますが、これは縮小とその

機能を充実させていくということで、ある意

味コンパクト化につながる意味合いを持ちま

すが、人口が減少することに伴って収入も目

減りしますので、行政サービスを適正規模に

あわせていかなければならないということに

なります。つまり入りがあって出がある。とい

うここのバランスをしっかりと取る必要があ

り、そのためには、全体的な政策の取捨選択に

向けて、様々な角度でこのことは逃げること

なく、真正面から議論させていただき、持続性

のある芦別をこれからの次の世代につなげて

いくため、深い議論になりますがコンパクト

化については、総合計画の策定段階で議論の

中心の課題にしていきたいと考えています。 

 



 

 

4/26（木） 本町地区生活館（18:00～19:40） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●財政基盤強化について、総人件費の抑制及

び定員管理の適正化の推進とあるが、具体的

な数字と、補助金交付金等の見直しの部分で

補助金交付金というのは総額いくらで、その

内いくら削減する予定なのか、この２点につ

いて教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ふるさと納税について、ここ近年、件数が何

件あっていくら納税されたのか、それからふ

るさと納税のお返しですが、去年話題になっ

ていたが、非常に高価なお返しをしていると。

ここ何年かのふるさと納税の状況を教えてい

ただきたい。 

その他、ふるさと納税で納税されたお金を

市はどこに充てているのか、それから今後ど

のように特化していくのか、ふるさと納税を

インターネットでできるのかも教えていただ

きたい。２、３年の状況がわかれば教えていた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

●芦別駅前広場の整備について、芦別駅前は

昭和３１年から３２年にかけて整備された

が、当時、今の A カードの事務所のところに

中央バスの待合室があったが、当時の発着便

が１２便くらいあり、そのときなぜ国道側に

待合室を移転したのか経緯がわかれば教えて

いただきたい。私の記憶だとなぜ国道側に作

ったかというと、当時１２便のバスが駅前に 

●行財政改革の関係について、一つ目の総人

件費の抑制と定員管理の適正化ですが、現在

市の職員数が２４０名ほどで、この人件費を

抑制していくということですが、例をあげま

すと、民間に委託が可能な部分については民

間に委託をし、その事業を担っていただくこ

とで職員数を減らしていくというのが一番大

きな考え方です。例えば公共施設の維持管理

ですとか、この４月から公営住宅の管理等に

ついても指定管理者ということで、民間の事

業所さんにお願いをしましたが、このように

今市が行っている仕事の中で、まだまだ民間

に出せるものがあるのではないか。そういっ

たものを民間で行っていただくという考え方

が大きなところです。次に２点目ですが、補助

金交付金の見直しですが平成３０年度の補助

金交付金委託料、総額で１１億３千万ほどに

なっています。これらについて今後１件ごと

に見直しをし、減額できるものは減額してい

く、目的が達成されたものについては廃止を

していき金額を減らしていく努力を進めてい

くという考えです。 

 

●ふるさと納税について過去３年程度の状況

ということですが、昨年度の書類しか手元に

ありませんが、ふるさと納税は総額で約３億

円になっています。返礼品の関係ですが、芦別

市のふるさと納税につきましては、一番大き

な返礼品は日本ソーイングさんの仕立てオー

ダースーツが高価な返礼品でして、返礼品の

ほとんどがそのスーツになっている状況で

す。言い換えますと１件１件の納税額が非常

に高額なため、ふるさと納税の総額が大きく

なっている状況です。また、ふるさと納税の使

い道ですが、目的があるわけではないので、通

常の一般の歳入として扱い様々な事業に充当

しているところです。インターネットでの手

続きですが、ふるさとチョイスというサイト

があり、そちらの方から手続きが可能よなっ

ています。 

 

●駅前広場の整備について、今ほど、昭和３０

年代の経過という部分については、過去の書

類の範囲でしか確認していませんので、今ほ

どご説明いただいた内容は承知していませ

ん。ただ、今は当時の状況とは大きく変わって

おり、現状は、中央バスにおいては便数が減っ

ておりターミナルがなくなり、市内のアシン

トンさんのほうに一部を待合所としてお借り 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

駐車し駅前商店街から苦情があり、国道のほ

うに移りました。その後バスが減便しターミ

ナルがなくなった。今、ＪＲが路線廃止を叫ん

でいる中で、高速ふらの号が乗り込むことに

ついて、ＪＲとの協議がうまくいくでしょう

か。それと費用の負担ですが、現在、市が整備

しようとしている場所は国鉄が全部整備した

が、昭和３１年から原型が全く変わらないで、

この図面で見ると高速ふらの号が降りる部

分、乗車して発着する部分、交番の前でどっち

に曲がるのかわかりませんが、滝川に向かう

のも富良野に向かうのもここを通るのか、そ

の辺をわかった上でこういうかたちにしたの

か。それから昔の話ですが、他市の場合全部北

海道が整備していますが、今回、市が６千万円

を投じて整備する理由も弱いと考えますが、

承知している範囲で教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●様々を聴きましたが、JR 芦別駅前の整備は

大ヒットだろうと思います。札幌へは中央バ

スで行くが、発着場所が駅前に行ったら北駐

車場も近くなるし素晴らしいと思う。 

次に、温泉が本当に温泉らしくなり、市民の健

康増進の意味からも大変良い事業である。 

ただ、聞いて驚いたのは、財政が厳しいこと

は知っていたが、５年後に３億円しか残らな

いということで、お金が切ないことがわかっ

たので、芦別市らしい身の丈に合った事業を

組んでいかれたら良いと思った。その一つと

して、まちのコンパクト化を積極的に進めな

いと、インフラのお金がたくさんかかるよう

になり除雪費もかかる、また水道料が値上げ

になる恐れもある。次に、カナディアンワール

ド公園を閉鎖してはいかがでしょう。１年間

の維持費に１６００万円ほどかかっていると

聞きました。これ５年間削ったら３億円に近

づくと。またはカナディアンを買いた人が出

てきたときには、気持ちよく売ったら良いと

思う。もう一つは、市議会議員の報酬を下げ

る。定員を下げるという意見もあるが、定員を

下げたら会議にならなくなる。ほかの町のこ

とですけども、歌志内は３，８００人の人口で 

している状況から、冬季の防寒対策など色ん

なご意見をいただいており、その現状に則し

た中でこの待合機能をＪＲさんのご協力いた

だく中で、その役割を果たしていきたいとい

うことと、路線バスが駅前に入ることについ

ては、土地についてはＪＲの敷地ということ

もあり、当然この事業を進めるに当たり、ＪＲ

北海道のご協力が必要でして、この部分につ

きましては、バスとＪＲとは競合する交通機

関ですので、これまでＪＲ側、中央バス側それ

ぞれと協議をする中で、この形で広場を整備

していくことについてご理解をいただいてい

るところです。また、富良野のほかこの近隣に

おきまして、この整備事業を道の事業により

進めているところですが、なぜ芦別において

は市が主体になるかというと、現状それぞれ

の事業者等においては整備の必要性を持って

いなく、市の課題点等がありましたので、市が

主体となり、公共交通機関を利用されている

方がやはり高齢者の方が多くなってきてお

り、市民のみなさんの利便性の確保という観

点から、今回できるだけ経費を掛けないで、し

かも財源措置がある制度を使い整備を進めて

いきたいと考えています。 

 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

議員は８名いる。今の芦別の割合からいった

ら歌志内は３人で良いが、これでは会議には

ならないので、NHK のホットニュース北海道で

議員の報酬は市長の３割というのが目安と言

っていた。そうすると今の市議会議員は、３１

万５千円ですね、年収４４０万くらいで合計

６千万くらいお金が掛かっているが、２５万

にすると２千万円浮く。ぜひ市議会議員の報

酬を見直してはどうか。定員削減は１万人を

切ったときに話し合えば良いと思った。それ

から、除雪排雪費というのを市民も負担した

らどうかと思った。私は岩見沢に３年間住ん

だけど、排雪のトラック代を町内会で各戸１

万円集めていた。自分たちの雪は自分たちで

投げるというまちに居たので、芦別来てびっ

くりしたのと、ありがたいと思いました。私の

計算では１戸から５千円１年間集めて３５０

０万円のお金が集まる。今年ちょっと雪が多

かったので２億円以上かかりましたか？ぜひ

市民のみんなも排雪の代金を負担するという

ことも考えて良いと。それから、人口が減る中

で東川町では外国の若い人２００人入れて日

本語学校を開いている。一人当たり地方交付

税が２０万円来て４０００万円入ってくる。

その４千万円を福祉に使っていると今朝のＮ

ＨＫで言っていたので、うまくいけば林業学

校の隣に日本語学校を作って、その若いひと

たちが今度芦別高校に入り出て、林業学校へ

行ってというふうになれば人口も増える、地

方交付税も増えるという話になる。 

学校の建物はあるので、そういうところで

外国の人を呼んできて例えば東南アジアの日

本で働きたい方々に来てもらって、日本語の

勉強をして、例えば介護へルパーになっても

らい芦別に住んでもらって、結婚して赤ちゃ

んを産んでいただければと。 

色々申しましたが、やっぱり愛する芦別がさ

らに良くなってもらいたいという一念です。 

（意見） 

 

●実は、芦別に住みたくても住めない現実に

我々の年代はぶつかっている。まず、タクシー

が夜中無い。緊急で体が具合悪くなった時に

どうしようかというのが一番の悩みです。芦

別は良いまちで、住みたいけども、住めないよ

うな現状である。タクシーが採算のとれない

ことはできないことは理解できますが、それ

に対して良い考えがあれば教えていただきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今回、まちづく懇談会を回っている中で、市

民の皆さまの足の確保という部分について

様々なご意見をいただいています。 

今はタクシーの部分に特化されていました

が、全体的に高齢化が進む中にあって足の確

保は非常に大きな問題ですが、大きな問題だ

けにすぐに解決ができるとは思っていません

が、市としてもしっかりその辺を考えていか

なければ、確かに少し離れたところになると 



 

 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人クラブや会合にも出られなくなって、役

員さんもいなくなり、それで会を脱退すると

そんな悪循環になっているというお話しもあ

りました。タクシーのことは私からは何とも

申し上げることはできませんが、今確かに夜

中は走っていないという実態は承知していま

すが、そういうお話しがあるということは、お

話しをさせていただきます。 

  



 

 

4/27（金） 北日本多目的センター（14:00～15:20） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●ＪＲ芦別駅について、平成 28年 4 月からＪ

Ｒ北海道より委託を受け駅舎を管理している

と思うが、どなたが受託しているのか教えて

いただきたい。 

 

 

 

 

●これから観光シーズンになり、札幌から富

良野まで観光列車が運行されますが、駅舎に

電話が無いためお客さんは問合せができな

く、緊急時も駅に連絡できない状態ですが、平

成28年4月のタイミングで市として電話を設

置できなかった理由について伺いたい。駅前

広場等の整備に 6 千万円もお金をかけるので

あれば、電話を引くくらいできると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

●土曜日、日曜日、祝日に臨時職員を勤務させ

ることはできないか。５月になって観光客も

どんどん来るのに駅に誰もいないのは芦別と

して寂しいと思うので、何とか臨時職員に出

ていただいて対応していくというのはいかが

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中央バスの春のダイヤ改正について、私は

朝の旭川行を利用して旭川の病院に通院して

いますが、帰りのバスが午後 5 時までなく不

便である。この件に市も関わりがあると思う

ので、時間帯をもう少し考えていいただきた

い。 

●平成 28年 4 月から、ＪＲ芦別駅が無人化に

なり、その対応として市において臨時職員を

配置し、午前 6時 45 分から午後 3時まで窓口

業務を行っています。また、この他、列車の案

内放送業務、清掃業務をＪＲ北海道から市が

直接業務を受託し、その臨時職員が対応して

います。 

 

●芦別駅に問い合わせの電話がなくなった理

由ですが、確かに平成 28 年 4 月に無人化にな

る際に駅舎事務室内の電話がなくなり、現在

は平日の午前6時 45分から午後3時まで臨時

職員を配置していますが、列車の運行に関す

る問い合わせ等については、時間的な制約や

市がお答えできない部分もあり、ＪＲお客様

サービスセンターにお問い合わせいただくこ

とになっているが、お問い合わせの電話番号

がご利用の皆様に周知されていないというこ

とだと思うので、改めて周知させていただき

たいと思いますが、現状において、市が電話を

設置して対応等ができない状況についてはご

理解をいただきたと思います。 

 

●今回の無人化への対応ですが、芦別駅での

利用状況ですが、利用される方の８割以上が

通勤、通学利用になっており、無人化に当たっ

ては高校生等の安全確保に問題があるという

ことで、まずは通学通勤の利用者に対する利

便性の確保、安全性の確保という観点から臨

時職員を配置したところです。今ほど観光客

への対応というお話でしたが、現在、ＪＲ根室

線の維持存続問題がある中で、観光による利

用促進に関しても議論させていただいていま

すので、観光を含めた中で土曜日、日曜日、祝

日の体制の在り方については、今後検討させ

ていただきます。 

 

●旭川線のバスの時刻が変更になったという

ことですが、これは、便数が減ったということ

です。旭川線については乗客が減り経営が成

り立たないことから、これを維持するために

は６便を２便に間引きしなければならないと

いうことでした。これにつきましては芦別市

だけではなくて、深川市と旭川市と３市がそ

れぞれ存続するために補助金を出して中央バ

スに運行していただいています。今までも補

助金を出していましたが、これ以上補助金も

増額できない、中央バスも運行できない中で、 

 



 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●西芦別の共同浴場について、開館が 4 時か

ら 4 時半に変更になり、閉館が 9 時半から 9

時に変更になった。利用者も少なくなってき

ているのは理解できるが、お風呂を改善して

いただくことは可能でしょうか。最近では匂

いも気になるほか、浴槽のお湯がぬるい時に

お湯を足そうとしたときに、脱衣所までバル

ブを取りにいかなければ操作できないなど不

便さも感じています。このように意見・要望が

ある場合は、どこに伝えたら対応していただ

けるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●改良住宅の移転集約の件ですが、市として

今後、どのように進めていくのか教えていた

だきたい。住民も高齢化が進んでいる中で、移

転することになったらどうしようかと不安を

抱えている方も多くいます。 

最低限、朝に通勤、通院する方々のためにバス

を出し、帰りは夕刻までに帰っていただける

ようにバスを守ろうということから今回検討

させていただき運行しています。今ほどのご

意見は他の地域からもありますので、実際に

運行してみたら利用者が困っていることを中

央バスに話をして、今後どのようにできるか

常に検討していきたいと考えておりますの

で、ご不便をおかけしていますが、この路線を

守るということで今回の改正があったという

ことですのでご理解願います。 

 

●共同浴場に関しては利用者が減っていまし

て経営が厳しい状態です。西芦別につきまし

ては、その減り方がものすごく大きいため、組

合自体も成り立たないという状況になってい

ます。従いまして辛抱するという意味からも

いろんな対応を図っていますが、ご利用の皆

様にご迷惑をおかけしていると思っていま

す。燃料費が上がり利用者が減る中で利用料

金（４４０円）については北海道が決めている

ため変更できず、受益者負担を求められない

状況です。市については水道料の基本料金分

を補助金として支援していますし、故障した

時の修繕料を負担するなど組合を何とか続け

ていただけるように対応しています。その中

で、ご要望がございましたら市の環境衛生係

にお話しいただければ、組合の方とも一緒に

なってどのような対応ができるか検討させて

いただきますので、ご理解願います。市として

も、西芦別、頼城、本町の共同浴場は生活に必

要な浴場と認識しており是非利用していただ

きたいと思いますが、厳しい中で経営してい

ること、そして改善については組合だけでな

く市と一緒になって協議しながら進めていき

ますのでよろしくお願いします。 

 

●西芦、頼城地区の改良住宅の耐用年数が過

ぎた住宅については移転集約事業ということ

で、間もなく、この事業が終了します。移転集

約を行うときに西芦地区、頼城地区それぞれ

で説明会を行ってご意見を聴いたときに皆さ

ん多くの方がこの場所から移りたくない、移

るにしても同じ地区に移りたいという方が大

半でした。それを受けて市としても、今回の移

転集約については、これが終われば一旦終了

することを説明しており、その考え方は今も

変わっていません。その一方で市としては公

営住宅の建て替えを進めていまして、すみれ

団地については現地建替えではなくて、まち 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●私もあちこち歩いていて、市の職員を見か

けたら私から挨拶くらいはしますが、知らな

いふりをされます。笑顔一つで明るくなりま

すし、そんな芦別であっても良いと思ってい

ます。 

なかに建てることとしています。加えて、今

後、公営住宅をどのように建てるかというこ

とで、今年度、住生活基本計画を策定して、

次の公営住宅の建て替えをどうするか等この

先１０年間の計画を作ります。その際も、今

と同じように外側にある団地を内側にもって

いくため、旧緑ケ丘小学校跡地も含めて検討

し、まちを縮小していく考え方を持っていま

す。このことについては、平成 32年度から

の総合計画にも打ち出していこうというふう

に考えていますが、できるだけまちは内側に

小さくして、水道や除雪に係る経費も圧縮で

きますので、そういう形で進めていく考えで

います。ただし、この地区は、以前の説明会

で説明しているとおり今回の移転集約が終わ

れば一旦終了ということで考えていただけれ

ばと思います。 

 

●言葉かけは大事だと思っていますし、人間

生活の中で基本中の基本だと思っています。 

会釈も挨拶も大切だと思っていますが、どの

ような形で市の職員がそのような対応をとっ

たかわかりませんが、いずれにしても市の職

員は皆様方に支えられている立場ですし、サ

ービスを提供する担い手です。また、仕事と

いうのは人がすることであり、信頼関係が無

ければ良い形にはなりません。不信という形

が生まれたらサービスを受けた側にとっても

うれしくないと思います。これでは市の職員

として失格だと思います。従いまして一番大

事な基本のところを職員に伝えさせていただ

いて、市民の皆さんと挨拶、会話ができるよ

うに、そういう形を作りあげていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

4/27（金） 啓南多目的研修センター（18:00～19:20） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●花いっぱい運動の花の種類マリーゴールド

について、病気も虫もつかず暑さにも強い花

ではあるが、雨に弱いのではないかと思う。

昨年は異常天候だったこともあるが９月に入

り枯れてしまった。平年はもう少し長く咲い

ていたと思うが、それでも霜が降りる頃まで

咲いていたという記憶はない。よその街では

どのような花を育てているのか、どのような

種類でも良いので、長く眺めることのできる

花を選んでもらえないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市のホームページをリニューアルするとの

ことだが、具体的にどの程度便利になるのか。

例えば、今年のような大雪の時などに除排雪

の関係など市民に対しての情報提供としてホ

ームページの充実を望みたい。今までですと、

選挙の時だけはちょっと早いかと感じたがほ

とんどが変わらないのが現状だったと思うの

で、その点について質問させてもらう。 

●市もマリーゴールド以外の花について、宿

根草などいろいろテストしてみましたが、な

かなかぴったりあう花がありませんでした。 

単年草だと、毎年土をおこして花を植えて

雑草を取るということになり、宿根草は、雑

草取りだけとなりますが、どうしても花の期

間が短かったり、きれいに咲かなかったり、

例えば背丈が長くなりすぎて道路に倒れてし

まうということもあります。３、４種類をテ

ストしてみましたが、マリーゴールドのよう

な丈夫で花の時期が長いという花を見つける

ことができませんでした。そのため、当分の

間は、マリーゴールドでいくという形にして

います。マリーゴールドの花の期間ですが、

５月の植えた時期からうまく育てれば９月頃

までとなりますが、土壌の状態やその年の天

候によっては、どうしても短くなってしまい

ます。それから、同じ街路マスに植えている

ために肥料不足となってしまうこともありま

す。そのため、数年前から奈井江町の下水処

理場で作っている堆肥を市の車両センターに

置いておきまして、各町内で自由にお持ちい

ただいて、植樹マスに使用してマリーゴール

ドの成長に役立ててくださいとしています。

ただ、もともとの植樹マスの土質というのも

ありますので、場所によってはどうしても花

の期間が短くなってしまうということがあり

ます。市としましても、バイパス沿いの植樹

マスに土を入れてみるなど、いろいろ対応は

していますが、それぞれの町内会におきまし

ても、ぜひ堆肥の投入など工夫していただい

て、花を長く楽しんでいただければと思って

いますので、よろしくお願いします。 

 

●今のところ、個々個別にどの部分を改善す

るというところまでは言えませんが、現状、探

したい情報までなかなか行きつかないという

ところがありますので、そこを体系的にもう

少し探しやすい形にしていきたいと考えてい

ます。また、これは職員側のことになります

が、入力する環境についてもなかなか入力し

づらい環境となっていて、それぞれが担当す

る事務の情報を即座に提供しようとしても、

入力方法が複雑でなかなかできないというこ

ともあるため、できるだけ今よりも多くの情

報を提供していきたいという形での考え方を

持っているところです。また、今回の更新でウ

ェブアクセシビリティ対応を図りまして、障 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●町内は高齢化が進み空き家も増えていると

ころだが、昔は防犯灯を取り付ける電柱がな

かったので民家に取り付けているところも多

くある。ところが、その民家が空き家になり

取り壊すからはずしてほしいと言われること

が増えてきた。防犯灯の設置については、市

へ要請しているがなかなか対象とならないと

ころだが、町内会が単独で設置した場合の補

助について検討されているのかいないのか聞

きたい。さらに、以前に三菱町内会で要望し

たオーダーソーイングの駐車場の砂利道の舗

装について、その後どのような経過になって

いるかお聞きしたい。 

がい者の方やご高齢の方への配慮が義務化さ

れていますので、文字の拡大が出来るような

機能を付けることや画面の色を変更できるよ

うにする改善も行っていきたいと考えていま

す。なお、具体的な例として、除排雪の情報を

公式ホームページを使って提供していただき

たいということですが、これにつきましては、

情報提供の在り方について考え方があります

ので、経済建設部長からご説明をさせていた

だきます。 

●実際のところ、除排雪の情報はなかなか流

せないというのが現実にあります。理由とし

ては、一つは、今年のような大雪の時は、例

年の予定で作業を始めても、普通なら１日で

終わる路線も２日かかってしまうなど、お知

らせしたとしても予定どおり進まないという

状況もありました。それから、いつもであれ

ば、雪をきれいに取っていった所でも、なか

なか作業が進まないので道路の車幅だけを確

保するといった方法に切り替えたところもあ

ります。中には、市民の方で排雪作業が近づ

いてくると、自分の敷地内の雪を全部道路に

出される方もいます。そうなると予定どおり

に作業が進まないということも現実に起きて

いる状況です。そのようなことから、詳しい

除排雪の情報は流せないというのが実態です

ので、例年の通り道はだいたい決まっていま

すから、周りの作業状況を見て察していただ

ければと思います。 

 

●防犯灯につきましては、三菱地区に限らず

全市的な問題だと思っていますし、空き家の

存在によって防犯灯にまで影響が出ているこ

とを改めて認識しました。三菱地区を含め全

市的にどのような状況になっているかさっそ

く調査しまして将来的にどのような対策が必

要かをお示ししたいと思いますので、少しお

時間をちょうだいしたいと思います。それか

ら、ソーイングの駐車場に隣接している道路

ですが、これは過去からご要望がありまして、

その必要性について検討してきました。その

なかにありまして、実はソーイングの工場の

新設という話が正式ではありませんがありま

して、その工場を駐車場の敷地に建てるので

あれば、道路の計画も先に作っては無駄にな

ってしまいますので、並行して検討しようと

いうようにしていました。まだ、その計画が具

体化していないですが、将来的に駐車場とし

て使うのであればそれなりの道路に、また、工 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市内にはいろいろな企業があり、新しくで

きた企業もありますが、何をやっている企業

なのか分からない企業もある。それで４月か

５月に芦別市にはこういう企業がありますの

で、市内企業を使いましょうなど年に１回は

広報あしべつでお知らせしてはどうか。そう

することで、市内の企業も見直されて使われ

るのではないか。自分も仕事しているが、市

内全体を見渡して思うのは、市外の業者が建

築でもなんでもやっている。市内業者を見か

けない。市の財政を考えると企業からお金が

入らなければ、いくら市民からお金が入った

としても企業よりは少ないですよね。そうい

うことを考慮しながら、市内の業者を使うよ

うに市全体として努力してほしい。 

 

 

 

 

●２、３年まえの新聞の記事で、美唄の議会

で２０２０年度に富良野美唄線が開通する予

定なので、沿線自治体でなにか考えてはとい

う記事を見た。市が担当するコースではない

ので、分かる範囲で構わないが進捗状況を教

えてほしい。また、先日の新聞記事には時間

が２分しか短縮されない無駄な工事だという

ように載っていたがどうなのか。最後に、今

回の補正予算に凍上による２路線の改修があ

ったが、どこの路線なのか教えてほしい。 

場を建設するのであれば、それにふさわしい

計画に沿った道路の整備をしようと思ってい

ますので、こちらの方もそのお話がどのよう

に進行するか少しお時間をちょうだいしたい

と思っていますし、また、話しが正式になりま

したら地域の皆様方にもご報告したいと思っ

ていますのでよろしくお願いします。 

 

●貴重なご提言ありがとうございます。二つ

お答しなければならないと思いますが、まず

一つ目は、市内企業についてですが、市内企業

がどういったものを製造していたり、販売し

ていたりしているのかをご存じない方が結構

多くいます。素晴らしい商品についても、また

は、その企業の規模などまったくわからない

訳です。いただきましたご提案については、ぜ

ひ広報等を活用しながらＰＲを進めてみたい

と思いました。やはり、市内の企業を使うこと

で、地域でお金が回り全体的な経済性のアッ

プにつながりますから、非常に効果性が高い

と思います。どういう仕掛け方が良いのかと

いうのは我々も少し時間をいただいて、もっ

と具体的に市民のみなさんにお伝えできるよ

うなツールとして広報等を使いながら広くＰ

Ｒできるようにしていきたいと思っていま

す。 

 

●美唄富良野線の状況については、当初は平

成３２年度に開通予定でしたが、現在、地す

べりが発生した地盤があり難所の状態が生じ

たということで慎重を期すため平成３４年度

に先送りなりました。それから費用対効果の

評価の対象になっていて、これは北海道が有

識者に諮ってその結果を待ってその工事を進

めるかどうかの判断を仰ぐという組織がある

のですが、その情報は正直私共は得ていませ

んが、ただ、ここは北海道が進める道路であ

りますので、今の段階ではこれを中止にする

などの情報はいただいていませんので、予定

どおり作業は進めていかれるのだろうと思っ

ています。 

それとこの路線に関連する事項ですので、

情報提供させていただきますが、美唄富良野

線は途中で４５２号線にぶつかりますが、そ

こにはちょうど三段滝があります。この路線

が出来ることによって、正直三段滝を利用す

る方は芦別に来られる方よりも富良野に抜け

られる方が多いと思います。今も三笠方面か 

  



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 ら来られて結局は三段滝を通って富良野にぬ

けていく。みなさんもご存知のとおり三段滝

には駐車場２２台とトイレがあります。これ

は芦別市が整備したものです。施設を使って

もらうことは良いのだが、くみ取り式のトイ

レのため、水を運ばなければならないし、後始

末もしなければならない。 

これらは現在芦別市が行っているが、あま

りにも理不尽ではないかと思っている。 

今後、美瑛富良野線が開通するとさらに車

両が増え、おそらく大型車も増えるでしょう

し、今、どちらかというとつづら折りになっ

ている三笠から来る道路よりも比較的つづら

折りが少ない三笠インターから抜けて来られ

る方が多くなると思いますので、なお車両台

数は増えると思います。三段滝は休憩所とい

うかちょうど中間点になりますので、ますま

す利用者は増えるでしょうが、管理すべてを

芦別市でというのはできません。 

そのため、国に要望しているところです

が、この場所は国道と道道の接点となるもの

ですから、国も北海道もそして当然我々沿線

自治体の芦別市、富良野市、美唄市、三笠市

もこの場所をどのような形に持っていく必要

があるかということを考えなければなりませ

ん。またこのルートは、観光度合いが非常に

高い主要ルートになりますので、その受け皿

となる休養施設的なものがしっかりないと北

海道の観光振興のためにも良くないというこ

とで、道の駅ならぬ滝の駅として整備できな

いかと提案申し上げたところです。 

そのような話をしていくと、以前は道の駅

は一自治体に一つが基本だと言われてきまし

たが、当初は１４ｋｍ以上離れていればもう

一つ設けることができるという話があった訳

ですが、今は、その制約がなくなり必要があれ

ば道の駅はつくることができるという話であ

りました。それで私たちの提案は、一自治体が

負担するのではなく、むしろ主になるのは国

であり道ですから、そこの受け皿の休養施設

ですから、ランクを上げて道の駅という形で

やっていただくという選択肢もあるのではな

いかということで、５月２９日に国と道と芦

別市の三者の事務方でどういった形のものが

望ましいのか勉強会を行うこととなり、具体

的な作業が始まることになりました。平成３

４年度の美唄富良野線の開通に向けてこのよ

うな状況となっていますので、お伝えさせて

いただきます。 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●葬儀の件についてですが、他の業者が入り

地元業者で本町生活館を使うということが少

なくなったと思う。今、本町生活館の使用料

は２日間で６万円ぐらいだと思うが、それを

少し安くして、また、調理場もあるので業者

ではなくそこで作れるようにするとまた利用

客も増えるのではないかと思っているがどう

お考えか。 

 

 

●今回の補正予算についてですが、一本は旭

町でもう一本は国道３８号から昔の警察署が

あったところに向かって行く道路になりま

す。毎年、春になると道路が凸凹になって土の

うを置いて対応していますが、一定の時期に

なると収まっていくのですが、今年はまだ土

のうが外せない状況となっていて、そのため

安全性を確保するため工事をすることにしま

した。そしてもう一本は、旭町のスキー場へ向

かっていく道路になります。毎年春先はひど

い状況ですが、特に夏場はキラキラフェスタ

の花火大会があり、例年要望があるのは、花火

大会が終わって暗くなって帰るときに、穴ぼ

こだらけで危ないため何とかしてほしいとい

うもので、それでも部分的に補修をしながら

やってきましたが、やはり今年の雪解け後の

状況が非常に悪い状態になりまして、補修で

は対応できないことから今年のキラキラフェ

スタが始まる前までに安全性を確保するため

ということで、急きょこの２路線を補正予算

としてあげさせていただいたところです。 

 

●ご質問の主旨としては、できるだけ地元で

そういった活用ができないか、そういう形の

循環性を持った方がより効果的で利用しやす

いような、そういった形が望ましいのではな

いかということだと思います。その６万円の

有り様等につきましては、一つの形として出

来ている歴史もありますが、そのような意見

があったということを受け止めさせていただ

いて、安くするという形が可能なのかどうか

などを含めて、これは広く全体で検討させて

いただく課題だと思っています。ありがとう

ございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

6/11（月） 新城多目的研修センター（18:00～19:30） 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●市立病院の関係について、現在の医師不足

の中で、市立病院は将来的に経営していける

のか心配です。私も後期高齢者になるときに、

いずれ病院のお世話になることもあると思っ

ているが、現在の診療体制ではなくて、内科で

診てもらい、悪ければ砂川市や滝川市の病院

に行けるような体制をとった方が良いと思

う。今は赤字経営だと思うので、身の丈にあっ

た病院経営を行い、病院がなくならないよう

にするべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもの出生率が低いのは仕方のない現実

と思う。新城の学校が閉校してから十数年が

たつと思うが、今新城地域にいる生徒はスク

ールバスで通っているが、バスに乗っている

人数を見ると非常に少ない。自治体によって

はタクシーを利用しているところもあるの

で、収支の計算をして、スクールバスが赤字に

なるのであれば、タクシーの利用も考えては

いかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●我々が免許証を返納した時に中央バスを利

用する事になるが、４月にバスが減便になっ

た。そこで、病院には朝行くことができるが、

帰りは時間帯の良いバスが無く、病院で待た

なければならないなど、苦労している方もい

るので、このような不便を解消できるように

していただきたい。新城には子供がいるので、

高校生になればバスで通学しなければならな 

●将来的な話ですが、現状の医師不足のまま

では、経営は厳しくなると思いますが、今の時

点で病院を縮小すると患者さんが困ります

し、そうなると滝川市や砂川市の病院に行く

ことになりますが、滝川市等の病院も医師不

足で余裕がない状況です。このような状況に

おいて、市立病院としては病床を減らして縮

小はしていきますが、医師確保は続けていか

なければ、市民の医療を守れませんので、医師

確保は努力していきたいと考えています。そ

の他、病院には医療スタッフが大勢いますし、

関連企業の方も働いています。例えば病院が

なくなりますと、その方たちの雇用の場がな

くなることになり、人口の流出に繋がり税収

も減ることにもなりますので、このような意

味からも、現時点では、医師確保に取り組んで

いきますが、将来的には経営が厳しくなりま

すので、診療所化ですとか、滝川市や砂川市の

病院にお世話になることも考える時期が来る

と考えています。 

 

●統合時の約束として、地域の子ども達を統

合先の学校に、市として責任をもってお届を

するということで、その手法としてスクール

バスを使っています。子供の数によって、お金

がかかるスクールバスではなくて、例えばタ

クシーを利用してはどうかというご提言だと

受け止めており、率直なところ、両方を比較し

て数字の精査には至っていません。従いまし

て、新城地区のスクールバスの需要を把握し

ながら、経費の面でどのような方法が良いの

か今後に向けての検討事項であると考えてい

ます。ちなみに十数年前に青木沢地区までス

クールバスを回せなくてタクシーを利用とい

うことで通学していた中学生がいましたし、

旭町でも同様のケースがありましたので、い

ずれにしましても、通学しやすい環境にも配

慮した中で経費も見ながら考えていきますの

で、ご提言いただきありがとうございます。 

 

●この４月から旭芦線が２便減便になりまし

た。現実を申し上げますと、この路線は乗客が

少なく、その中で中央バスが運行しています

が、国の補助も加えながら旭川市、深川市、芦

別市の３市が補助金を負担しながら運行して

きた経過があります。この路線を何とか残そ

うという思いで減便を決断したということを

ご理解いただきたいと思います。その中で、ど 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

いし、今後も高齢者はいますので、無くなっ

ては困る。減便したものを増やすことにはな

らないが、こうなる前に、新城地区の利用者

の意見を聴いて決定していただきたかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夫婦滝に行く道ですが通行止めになってい

る。夫婦滝は観光地として地図にも掲載され

ているので、観光客から問合せも来るが、現

在、どのような状況なのか教えていただきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●身の丈に合った財政という話について、支

出をいかに減らすかが大切なので、提案です

が除雪経費を減らす方法です。雪は暖かくな

ったら溶けるので除雪体制を改革することで

経費を減らすことはできないか。新城地区は

除雪の際に道路を往復しますが土地がたくさ

んあるので雪を貯めるスペースはあります

が、市街地だと雪を貯めておく場所もないと

思うので、対面通行の道路について一方通行

を増やすと良いと思う。一方通行にすると２

車線のうち一車線に雪を置いておくことがで

きるので排雪も減る。これから人口も減りダ

ンプの運転手も減るので除雪作業を縮小して

いく必要があると思う。 

の便を減便するのがいいのかということの中

で、実際にご利用されていますから、どの便を

減便しても不便になる方もいる中で、最終便

をなくせば帰ってくることができない、通学

されている方もいますので、様々なことを考

えながら、最終的に昼の部分を２便減便した

というのが事実ですが、今のお声もあります

ので、引き続き、３市、中央バスも含めて、４

月に減便してすぐに増便にはなりませんが、

新城・黄金、常磐地区の皆さんが不便を感じて

いますので、引き続き何か変わった方法での

足を確保できる方法がないのか、引き続き関

係者と協議を続けてまいりたいと思いますの

でご理解いただきたいと思います。 

 

●夫婦滝ですが大雨で災害になりまして、途

中道路が崩れており、特に雲龍橋のところが、

人が一人通れるくらいの状況です。そこで、何

とか復旧できないかということで、そこは周

りが国有林ですので空知森林管理署が管理し

ていますので、空知森林管理署と協議をして

きまして、この春やっと協議が整い、雲龍橋の

ところまでは、今の森林側に道を広げて通れ

るようになりました。既に測量が終わって７

月中旬までには雲龍橋まで通せるようになり

ます。ただ、その先ですが、人が一人通れる状

況でして、そこを削ると崖がありますので地

滑りの危険性がありますので、その先につい

ては少し時間がかかるだろうと考えていま

す。ただ、雲龍橋まで車で行けるようになりま

すので、そこに車を止めて頂いて、歩いて夫婦

滝まで行けるようにしたいと考えています。 

 

●一方通行に関しては、警察の管轄になりま

す。今年度、本町で一方通行から対面通行に切

り替える道路がありますが、対面通行に戻す

のに沿線の住民全員の同意が必要になりま

す。ここは３町内にまたがっていましたので、

町内会長の協力を得て全員の同意をもらって

やっと一方通行が解消できることになりまし

た。逆に言うと、一方通行にしようとすると、

沿線住民全員の同意が必要になるということ

です。ここの一方通行を解消するのに７年か

ら８年かかりました。なぜ今回できたかとい

うと反対していた方が転居されたということ

です。今回、ご提言いただきましたが、沿線住

民全員の同意を得て一方通行にするというの

は難しいと思っています。 

 



 

 

 

質 問 ・ 意 見 等 市 の 回 答 

●今後５か年の財政収支見通しについて、年

間約１億４千万円の収支不足となっており、

５年で約 10 億不足するとなっているが、この

中に市立芦別病院の赤字額はどれくらいある

のか教えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市立病院は、市民の健康を守るための施設

なので赤字があっても仕方がないと思ってい

る。そもそも公共では収支均衡型は難しいと

思うし、どうしても削減できない部分はある

と考えている。 

●手元に資料が無いので詳細はお答えできま

せんが、市立病院の赤字に関しては、一般会計

から決められた部分で補てんしているもの

と、それ以外に補てんしている部分の２通り

あります。今後は、決められている部分につい

ては、今まで通り一般会計からの繰出金とい

う形で補てんしますが、上回る部分について

は取り扱いを変更し、貸付金という形にして

支援することとしており、どこかの時点で返

していただくこととしています。これまでは

市立病院に対して年間約３億円程度一般会計

から支援していますので、その部分がなくな

れば財政見通しも変わってきますが、このま

まの形で病院を残していくのであれば、一般

会計らの持ち出しは更に増えていくと考えて

います。 

 

●市立病院については存続をすることを前提

に市からお金を出していますが、出ていくも

のは出ていくものとして、他の部分で出てい

く部分を抑える取組や、ふるさと納税など収

入を増やす取組が必要になってきますので、

歳出の圧縮と歳入の確保を合わせて行財政改

革を進めていかなければならないと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


